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大分製鐵所第１高炉の稼動について 

 

 
 当社は、急激且つ大幅な鉄鋼需要の減少に対応するため、大分製鐵所第１高炉及び君津製鐵所第

２高炉の操業を一時休止しておりました。 
今後の需要の見通しについては緩やかな回復に留まるものの、生産効率、コスト等を総合的に勘

案し、大分製鐵所第１高炉を本年８月２日（予定）より稼働（火入れ）することに決定致しました。 
また、コークス炉の一部で実施したホットバンキングについても、高炉の稼動にあわせて、適宜

解除を検討してまいります。 
なお、需要は一部の分野で回復の兆しはあるものの、確かな足取りとは必ずしも言えない

ことから、今後も国内外の需給・在庫動向を踏まえ実需に見合った慎重な生産対応を図って

まいります。 

君津製鐵所の第２高炉はバンキング（一時休止）を継続致します。 

 

 

 

＜参考＞当社の高炉の概要 

炉容積(㎥)  火入れ時期 

大分製鐵所 第 1高炉（今回稼働）          5,775   2009 年 08 月（予定） 

  第 2 高炉（稼動中）    5,775   2004 年 05 月 

 

君津製鐵所 第 2高炉（バンキング中）       3,273   1994 年 11 月 

  第 3 高炉（稼動中）    4,822    2001 年 05 月 

  第 4 高炉（稼動中）    5,555      2003 年 05 月 

 

八幡製鐵所 第 4高炉（稼動中）    4,250      1998 年 02 月 

 

室蘭製鐵所 第 2高炉（稼動中）    2,902      2001 年 11 月 

（北海製鉄㈱） 

 

名古屋製鐵所 第１高炉（稼動中）     5,443      2007 年 04 月 

  第 3 高炉（稼動中）    4,300     2000 年 04 月 

 

 

以 上 

 

 

問い合わせ先：総務部広報センター TEL 03-3275-5021,5022,5023 


